
 

 

 

       

   

 

         

  

 この度、佐藤友信 前所長の後任として、千代田区立教育研究所長を拝命いたしました。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 「『共育』を基本理念とする地域社会の実現」、「子どもの健やかに育つ権利の実現」、「0歳から18

歳までの連続した教育・子育て支援」を共育ビジョンとして掲げる千代田区で勤務できることに、大

きな喜びとその責務の重要性を感じております。 

 さて、令和3年1月に、中央教育審議会の答申には、「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して

～全ての子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」が取りまとめ

られました。この理念の実現に向け、千代田区教育委員会では、GIGA スクール構想に基づく一人一

台端末の導入をいち早く進め、令和 2年度中から、すでに運用が始まっております。また、探究的な

学習や体験活動等の充実を図り、インクルーシブ教育も推進しています。 

 これまで連綿と受け継がれてきた千代田区の教育のよき伝統を現在につなぎ、子どもたちの成長を

未来につなげていくために、これからも千代田区教育委員会と千代田区立教育研究所は、学校・園と

歩調を合わせ、ともに手を携えて歩み続けていきます。子どもたちの輝かしい未来のために。 

 

 

職 名 氏 名 主な担当事業 

研究所長（指導課長兼務） 山本  真 総括責任者 

主任教育研究専門員 木暮 溫 中堅教諭資質向上研修若手教員研修（１・２・３年次） 

教育研究専門員 大関 邦子 幼児教育 若手教員研修（１・３年次） 

所報 教育情報 

教育研究専門員 長田 眞理子 若手教員研修（１・２・３年次） 

主幹・主任教諭研修 中堅教諭資質向上研修 

教育研究専門員 額賀  聡 若手教員研修（１・２・３年次） 所報 

産・育代替教諭支援  

教育研究専門員 宇田川 嘉一 若手教員研修（１・２・３年次）経験者教員育成  

教育研究専門員 ☆宮森  巖 いじめ・不登校 適応教室 SLS担当  

若手教員研修（１・２・３年次） 

 

スクールソーシャルワーカ

ー 

(SSW) 

☆朝岡 右子 いじめ・不登校等 適応教室 ＳＬＳ研修 

生活指導主任会、学校健全育成サポート会議 

ケース会議等への参加 ☆佐藤 陽香 

適応指導員(白鳥教室) 新井 聡美 適応教室（白鳥教室） 

白鳥教室支援員 松本 澄子 適応教室（白鳥教室） 

白鳥教室支援員 ☆橋間 友香 適応教室（白鳥教室） 

千 代 田 区 立 教育研究所 だより 

子どもたちの未来のために   教育研究所長 山本 真 （指導課長兼務）             

◇教育研究所所員及び主な担当◇ 

神田さくら館の桜 

令和 3年4月 新年度紹介号 

☆ 今年度着任者 



◇  令和3年度  教育研究所の新たな取組 ◇  
 
 

 

事業名       主な事業内容 

幼児教育 若手教員育成研修（3年次）研究保育等、保育訪問、保幼交流研修 

学校教育 若手教員育成研修（1年次・2年次・3年次）研修会及び授業研究 

中堅教諭等資質向上研修 

学校経営支援 経験者教員等育成、産・育休代替教諭支援 

いじめ・不登校等 適応教室(白鳥教室)指導、不登校支援、調査(児童・生徒) 

スクールライフサポーター（SLS）研修会・連絡会 

教育情報 千代田区教科書センター機能、刊行物(所報、教育研究所だより) 

【令和3年度 主な事業】 

 

 

 

 

指導課事務局 

（教育研究所担当） 

指導主事 山本 孝之  

事務主事 田中 慎太郎 

千代田区立教育研究所 
〒101-0048 
千代田区神田司町２－１６ 神田さくら館７階 
℡03-3256-8446 （内線 462731～４） 

新年度紹介号は、研究所の所長、所員の紹介及び事業について概要を載せています。また、研修の

詳細については、担当者から園、学校へ連絡いたします。 

なお、令和3年度より、所報は年1回(2学期を予定)の発行とし、その他に『教育研究所だより』

を発行の予定です。 

幼児教育 

保育園・幼稚園交流研修の充実 

 
千代田区保育士及び幼稚園教諭交流

実施要項に基づき、就学前教育の充

実のため、1 年間、保育士が幼稚園

の業務に、幼稚園教諭が保育園の業

務に従事する研修を、教育委員会が

平成 27 年度から実施しています。

この研修の充実のため、該当の保育

園、幼稚園の訪問を行います。 

学校教育 

若手教員育成研修の充実 

 
初任者、２・３年次教員を対象とした若手

教員訪問を年度始めに実施します。また、

学校における授業研究については、今年度

から３年次教員は年２回行います。２・３ 

年次教員は、東京都の研修テキストの様式

を使用して行います。さらに、初任者が使

用する学習指導案の書式（研究所から提示

するひな形）を見直し、新しくしました。

適応教室(白鳥教室) 

登録申し込み方法の変更 

 

学校・指導課・白鳥教室の連携を、さ

らに緊密に図れるよう、次のように手

続きを変更しました。まず、白鳥教室

での見学時に、保護者に申請書類をお

渡しします。そして、管理職の先生、

担任の先生と面談の上、校長先生に押

印していただいた書類を保護者が白

鳥教室に提出します。指導課の承認を

受けて、通室できるようになります。 

スクールソーシャルワーカー 

（SSW）本年度２名配置 

教育分野と社会福祉等の専門的な知識・技能を

使って、様々な課題を抱えている子どもに対し

て、置かれている環境(家庭、友達関係、地域、

学校等)に働きかけ、関係機関等とのネットワ

ークを活用するなど、様々な支援方法を用いて

課題解決にあたります。令和 3 年度より 2 名

配属になり、課題を抱える多くの子どもに丁寧

に対応し、子どものパートナーとして寄り添い

ながら、力を尽くして参ります。 


